
電子提供措置の開始日 2025年５月２日

第18期定時株主総会招集ご通知に際しての
電子提供措置事項

（交付書面省略事項）

● 事業報告
その他企業集団の現況に関する重要な事項
業務の適正を確保するための体制及びその運用状況の概要
会社の支配に関する基本方針

● 連結計算書類
連結株主資本等変動計算書
連結注記表

● 計算書類
株主資本等変動計算書
個別注記表

（2024年３月１日から2025年２月28日まで）

株式会社エスクロー・エージェント・ジャパン

上記に記載した箇所につきましては、法令及び当社定款第16条の
規定に基づき、書面交付請求をいただいた株主様に対して交付する
書面には記載しておりません。
なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわら
ず、株主の皆様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記
載した書面を一律でお送りいたします。
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その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。

業務の適正を確保するための体制及びその運用状況の概要
Ⅰ．業務の適正を確保するための体制

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制、その他株式会社
の業務並びに当該株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するための体
制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

【内部統制基本方針】
当社は、経営理念、社是及び人事基本方針に適合した企業活動を通じ、健全な企業基盤を構

築し、持続的な企業価値の向上を図るため、会社法及び会社法施行規則に基づき、以下のとお
り、当社の業務並びに当社及び当社グループ子会社各社から成る企業集団（以下、当社グルー
プという）の業務の適正を確保するための体制に関する基本方針（以下、内部統制の基本方針
という）を整備する。
当社は、当社を取り巻く環境の変化に対応し、内部統制の基本方針を見直すことにより、よ

り適正かつ効率的な体制を実現するものとする。

経営理念
「共に育つ」

社是
「地域社会における役割、個人の成長、お客様の喜びを大切に多くの信頼に確かな知識と技術
で応えて行きます」

人事基本方針（目指す姿）
「取締役及び使用人一人ひとりが、高い専門性、協調性を持ち、自律し、変化を恐れず挑戦し
続け、共に成長できる人間力豊かな人財となることで、社会情勢の変化や様々な価値観に対応
し、新しい価値の創造に取り組み、当社の持続的成長を通じて社会に貢献し、人財の多様性
（ダイバーシティ）を受け入れ、高い倫理観と信頼関係により、互いを理解し、感謝し、高め
合い、尊重する風通しの良い企業風土を醸成し、誇りを持って働くことができる企業を目指
す」
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１．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制

①取締役及び使用人は、社会規範及び倫理を尊重するとともに、法令・定款及び社内規程を
遵守し職務を執行する。

②取締役会が取締役の職務の執行を監督するため取締役は、職務の執行状況を取締役会に報
告するとともに、他の取締役の職務の執行状況を相互に監視・監督する。取締役の職務の
執行状況は、監査基準及び監査計画に基づき監査役の監査を受けるものとする。

③内部監査室は「内部監査規程」に基づき、代表取締役社長直轄機関として継続的に内部統
制システムの運用状況についての内部監査を行い、その結果を被監査部門にフィードバッ
クするとともに、取締役及び監査役に適宜報告する。

④取締役及び使用人の職務の執行に係る法令遵守上疑義のある行為等については「コンプラ
イアンス規程」に基づき、通報及び相談の窓口としてヘルプラインを設置しており、また、
定例委員会を開催し、不祥事の早期発見及び未然防止に努める。社内規程違反又は非違行
為については懲戒委員会を開催し、具体的な処分を決定する。

⑤取締役及び使用人は、職務の執行に関する法令違反・定款違反・社内規程違反及び不正行
為の事実、又は当社に著しい損害を及ぼすおそれがある事実を発見したときには、「懲戒規
程」に従い直ちに管理部門担当取締役に報告するものとする。

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
①取締役会の議事録及び資料を含め、取締役の職務の執行に係る情報については、「文書管理
規程」に基づき、文書又は電磁的媒体に適切に記録し、安全かつ検索性の高い状態で保存
及び管理を行う。

②取締役の職務の執行に係る情報の記録・保存及び管理状況について、監査役の監査を受け
るものとする。また、法令又は東京証券取引所の規則等に則り、必要な情報開示を行う。

③当社は、当社が保存及び管理する情報について、「情報セキュリティ基本方針」を定め、業
務における情報システムの重要性を認識し、保有する情報資産を厳正に保護するため、管
理体制の構築並びに情報セキュリティ関連規程の整備を行う。

３．損失の危険の管理に関する規程その他の体制
①取締役会は、当社グループの経営に対するあらゆる損失の危険に対処すべく、「リスク管理
規程」に基づき、コンプライアンス・リスク管理委員会において、当社グループの事業リ
スク及び個別リスクなどの予め想定されるリスクの把握を行い、危険発生時に必要な対応
方針と体制を整備し損失を最小限度にとどめるように努め、適切かつ継続的なリスク管理
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体制を整備し、常に適切に運用されるよう継続的に改善を図る。
②取締役は、担当職務の執行に必要な経営リスクの把握、分析及び評価を行い、取締役会又
は代表取締役社長に対して、重要な経営判断材料として提供する。使用人は、担当職務の
内容を整理し、内在するリスクを把握し、分析及び評価を行った上で適切な対策を実施す
るとともに、リスクマネジメント状況を管理し、報告するものとする。

③コンプライアンス・リスク管理委員長は、不測の事態が発生した場合には、「リスク管理規
程」に基づき、迅速な対応による損失拡大の防止に努めるものとする。

④当社は、大規模災害等の緊急事態発生時に、事業の早期復旧・再開を行うために、「事業継
続計画（ＢＣＰ）」を定め、適切な体制を整備する。

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
①各取締役の職務は、取締役会決議及びその他の社内規程に基づき決定される。これら規程
は、法令の改廃、職務執行の効率化その他により、随時見直すべきものとする。

②取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制の基礎として、取締役
会を少なくとも月1回開催するものとする。取締役会で決議する重要な事項は、経営の効
率化に資するよう、経営委員会において事前に議論を行い、その審議を経て取締役会で執
行決定を行う。

③取締役は、経営理念の下に策定された中期経営計画及び年度予算計画の達成に向けて職務
を遂行する。また、各事業部門の業績報告と改善策は、取締役会において報告され審議さ
れるものとする。

５．当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
①当社及び子会社における内部統制の構築を目指し、当社に子会社全体の内部統制に関する
担当部署を設けるとともに、子会社の代表も当社のコンプライアンス・リスク管理委員会
に参加するなど、当社グループ各社間での内部統制に関する協議、情報の共有化、指示・
要請の伝達等が効率的に行われる体制を構築する。

②当社が子会社に対し行う管理、指導、育成の基本事項は、「関係会社管理規程」に定め、経
営企画部長は、同規程に定める一定の事項等についての審議及び報告を求め、子会社は求
めに応じて審議及び報告を行う。

③子会社は、当社の経営管理・経営指導内容が法令に違反し、その他、コンプライアンス管
理上問題があると認められる場合には当社の監査役に報告するものとする。

④子会社の取締役及び使用人は、当社あるいは子会社に著しい損害を及ぼす恐れのある事項
及び不正行為やその他の重要な事項を経営企画部長へ報告するものとする。報告を受けた
経営企画部長は、法令及び社内規程に基づいて当社の監査役に報告するものとする。
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⑤その他、経営企画部長は、当社と同等の内部統制が整備されるよう子会社の指導を行う。

６．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使
用人に関する事項及びその使用人の取締役からの独立性に関する事項

①監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合には、監査役の職務が適切
に行われるよう、適切に対応するものとする。

②当該使用人を置くこととなった場合には、当該使用人の任命・異動・評価・懲戒について
は監査役の意見を尊重した上で行うものとし、当該使用人の取締役からの独立性を確保す
るものとする。

③当該使用人が他部署の使用人を兼務する場合は、監査役の職務に係る業務を優先して従事
するものとする。

７．取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関
する体制

①取締役は、取締役会等の重要な会議において、担当職務の執行状況及び経営に必要な社内
外の重要事項についての報告を行う。監査役は、当該会議体に出席し、職務の遂行に関す
る報告を受けることができる。

②取締役及び使用人は、当社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項及び不正行為やその他
の重要な事項を、法令及び社内規程に基づいて監査役に報告するものとする。

③監査役は、内部監査室担当者と定期的に打合せを実施するとともに、必要に応じて取締役
及び使用人等に対し報告を求めることができる。取締役及び使用人は、監査役から職務の
執行に関する事項の説明を求められた場合には、迅速かつ的確に当該事項についての報告
を行うものとする。

④子会社の取締役及び使用人は、当社あるいは子会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事
項及び不正行為やその他の重要な事項を経営企画部長へ報告するものとする。経営企画部
長は、法令及び社内規程に基づいて当社の監査役に報告するものとする。

８．監査役への報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受
けないことを確保するための体制
監査役に対して報告を行った者に対し、当該報告を行ったことを理由として不利な取扱い

を行うことを禁止し、その旨を当社及び当社子会社の取締役及び使用人に周知徹底する。
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９．監査役の職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続きその他の当
該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
監査役がその職務の執行につき当社に対して費用の前払いなどの請求をした際は、速やか

にこれに対応する。

10．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
①監査役の半数以上は社外監査役とし、対外透明性を担保する。
②監査役は、取締役との意見交換を定期的に開催し、監査上の重要課題等について意見交換
を行う。監査役が重要な会議への出席を求めた場合、これを尊重する。

③監査役は、内部監査室、会計監査人との定期的な情報交換を行い、連携して当社の監査の
実効性を確保するものとする。また、監査役は、必要に応じて内部監査室に調査を求める
ことができる。

11．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方とその整備状況
当社は、「反社会的勢力対応規程」に基づき、反社会的勢力に対して毅然たる態度を貫くこ

とを社内に周知徹底する。また、公益社団法人警視庁管内特殊暴力防止対策連合会に加入し
て情報を取得し、必要に応じて警察当局や弁護士と連携して、反社会的勢力との取引の防止
に努める。
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Ⅱ．業務の適正を確保するための運用状況の概要
当事業年度における当社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとお

りであります。

１．取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の取り組みの状況

①当社常勤取締役、監査役、執行役員及び関連部門長及び子会社代表取締役で構成されるコ
ンプライアンス・リスク管理委員会を、３ヶ月に１回開催しております。当事業年度にお
いては、事務事故トラブル、子会社発生の事故・トラブル報告にかかる親会社への報告フ
ローの整備、内部公益通報制度への対応、部内検査項目見直し、コンプライアンス研修の
状況等について審議いたしました。

②コンプライアンスに関しては、法令等の遵守、様々なハラスメントへの注意喚起、情報管
理、SNSの使用、インサイダー取引防止等についての研修をe-learningの活用や対面にて
当社グループの取締役・監査役及び派遣社員を含めた全社員を対象に実施いたしました。

③取締役・監査役に対し、期待される役割や責務、必要とされる資質・知識等をテーマとし
た法律専門家による研修を実施することとしており、当事業年度においては、「人的資本経
営の開示と労務コンプライアンス」について研修を実施いたしました。

④インサイダー取引防止策として、取締役会で重要事実あるいは重要事実に該当するおそれ
のある議案の審議が行われた場合は、第三者へ漏洩しない旨を記載した誓約書を、取締役
会の出席者全員に提出を義務づける運用を継続実施しております。

⑤年間計画に基づいて当社及び子会社を対象とした内部監査を実施し、その実施結果を監査
役会及び取締役会へ報告いたしました。

２．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する取り組みの状況
取締役会の議事録及び資料を含め、取締役の職務の執行に係る情報については、「文書管理

規程」に基づき、文書又は電磁的媒体に適切に記録し、安全かつ検索性の高い状態で保存及
び管理を行っております。

３．損失の危険の管理に対する取り組みの状況
①「リスク管理規程」を制定し、取締役副会長を委員長としてコンプライアンス・リスク管
理委員会を開催しております。コンプライアンス・リスク管理委員会では、部門ごとに作
成されたリスク管理表の共有を行い、業務遂行におけるリスク管理体制を検証及び審議し、
必要な体制の整備を図っております。

― 6 ―

2025年04月25日 11時15分 $FOLDER; 7ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



②事業継続計画（BCP）に関しては、非常事態に備え、緊急連絡体制や復旧活動における優
先順位を予め定めており、人員・資機材の効果的な配分による早期復旧を実現するための
体制構築に努めております。

③当社の主要な顧客については毎月の経営委員会でその債権回収状況を確認し、多額の貸倒
損失の発生を未然に防止するよう管理に努めております。

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための取り組みの状況
①経営委員会は、常勤取締役及び執行役員で構成され常勤監査役も出席し、月２回の頻度で
開催しており、業務執行について情報と課題の共有を図ることで機動的な意思決定を行っ
ております。取締役会は、社外取締役３名を含む取締役７名で構成され、社外監査役２名
を含む監査役３名も出席しております。当事業年度内に取締役会は18回開催し、各議案に
ついての審議、業務執行の状況等の監督を行い、活発な意見交換がなされており、意思決
定及び監督の実効性は確保されております。

②指名・報酬委員会は社外役員３名常勤役員２名の計５名で構成され、委員長は社外取締役
が務めております。当事業年度は、経営幹部に係るサクセッションプランの検討、監査等
委員会設置会社への移行についての検討、次期役員候補者の検討について審議し、取締役
会に答申いたしました。

③当事業年度も取締役会の実効性評価を行い、その集計結果から認識された課題及び今後に
向けた取り組みについて取締役会にて議論し、取締役会の実効性に関する分析・評価を行
っております。その結果、当社の取締役会は概ね適切に運営されており、取締役会の実効
性は確保されていると評価いたしました。引き続き、取締役会のより高い実効性の確保に
向けて、継続的に実効性の評価を行い、必要な議論を進めてまいります。

５．当社並びに子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための取り
組みの状況

①当社の一部の取締役及び執行役員が子会社の取締役及び監査役を兼務しており、取締役会
では、子会社を含めた当社グループ全体の業務執行の状況等を確認・協議しています。

②「関係会社管理規程」を定め、子会社が取締役及び重要な使用人の人事及び重要事項の決
定を行うときは、事前に当社に関係資料を添えて報告されております。また、株主総会議
事録、取締役会議事録及び予算実績管理表等の重要書類が当社担当部署へ提出の上、報告
されております。

③当社グループ間取引については、稟議決裁等により公平適正な契約内容であることを確認
した上で実施を決定しております。

④ワークフローシステムを子会社においても導入し、業務の適正化、効率化を図っておりま
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す。
⑤子会社各社の事故・トラブル発生時の当社への報告体制を統一し、適時適正に事故トラブ
ルの発生内容を把握することに努めております。

⑥当社の経理財務部による子会社各社の財務状況モニタリングを実施し、異常値を検出する
など非通例取引のチェック体制の構築及び運用を行っております。

６．取締役及び使用人が監査役に報告するため、その他の監査役への報告に関する
取り組み状況

①「監査役、監査役会に対する報告義務規程」を定めて取締役及び使用人が監査役に報告す
べき事項及び報告方法を明確にするとともに、適宜、取締役が監査役との情報交換を行っ
ているほか、監査役が取締役会、経営委員会等の重要な会議に出席することで、当社及び
子会社の職務遂行に関する重要な報告がなされております。

②取締役及び使用人は当社に著しい損害を及ぼすおそれのある事項及び不正行為等が発生し
た場合は、直ちに監査役に報告することとしております。

③監査役から報告を求められた事項については、当社及び子会社の各取締役並びに各使用人
が迅速に対応しております。さらに、監査役は、当社及び子会社の取締役、内部監査室並
びに会計監査人と随時意見交換を実施し、積極的な情報収集に努めております。

７．監査役への報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受
けないことを確保するための取り組みの状況
「監査役、監査役会に対する報告義務規程」において、監査役に対し報告した者は不利な

取扱いを受けないことを明記しております。

８．監査役の監査が実効的に行われることに対する取り組みの状況
監査役会は、社外監査役２名を含む監査役３名で構成されており、当事業年度内に17回開

催され、監査に関する重要な事項について報告を受け、審議を行っております。
また、監査役は、会計監査人や内部監査室長と連携し、実効的・効率的に監査を行ってお

ります。

９．反社会的勢力排除に対する取り組みの状況
①公益社団法人警視庁管内特殊暴力防止対策連合会に加盟し、外部機関から反社会的勢力に
対する現状と対策について情報収集を適宜行っております。

②新規取引の開始にあたっては信用調査機関等の情報に基づく反社会的勢力への該当性チェ
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ックを実施しており、問題がないことを確認しております。また、既存取引先についても
定期的に反社会的勢力への該当性チェックを実施しております。

会社の支配に関する基本方針
該当事項はありません。
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連結株主資本等変動計算書

(20242025
年
年
３
２
月
月
１
28
日から
日まで)

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計
当 期 首 残 高 676,677 791,517 2,544,510 △548,271 3,464,433
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △261,795 △261,795
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 349,113 349,113
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当 期 変 動 額 合 計 − − 87,318 − 87,318
当 期 末 残 高 676,677 791,517 2,631,828 △548,271 3,551,751

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証

券 評 価 差 額 金 為替換算調整勘定 その他の包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 2,833 △1,293 1,540 3,465,974
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △261,795
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 349,113
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 1,715 1,209 2,924 2,924

当 期 変 動 額 合 計 1,715 1,209 2,924 90,242
当 期 末 残 高 4,548 △83 4,465 3,556,217
（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結注記表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
（１）連結の範囲に関する事項

① 連結子会社の状況
・連結子会社の数 ４社
・連結子会社の名称 株式会社エスクロー・エージェント・ジャパン信託

株式会社中央グループ
株式会社サムポローニア
PRECISION ADVANCE DRAFTERS COMPANY LIMITED

② 主要な非連結子会社の名称等
株式会社中央プランニング
（連結の範囲から除いた理由）
当社からの出資が行われておらず、連結計算書類に及ぼす影響がないため、連結の範囲から除外して

おります。

（２）持分法の適用に関する事項
① 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の名称等
非連結子会社 株式会社中央プランニング
関連会社 Rising-Sun Software Solutions Inc.
（持分法を適用していない理由）
当社からの出資が行われておらず、連結計算書類に及ぼす影響がないため、持分法の適用範囲から除

外しております。

（３）連結の範囲の変更又は持分法の適用の範囲の変更に関する注記
該当事項はありません。

（４）連結子会社の事業年度等に関する事項
連結子会社のうち、株式会社エスクロー・エージェント・ジャパン信託の決算日は３月31日であり連結

計算書類の作成に当たっては、連結決算日現在で本決算に準じた仮決算を行った計算書類を基礎としており
ます。
また、PRECISION ADVANCE DRAFTERS COMPANY LIMITEDの決算日は９月30日であります。連

結計算書類の作成に当たっては、12月31日現在で実施した仮決算に基づく計算書類を使用し、連結決算日
までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。
その他の連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。
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（５）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
イ．有価証券
その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法によ
り算定）を採用しております。

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法を採用しております。

ロ．棚卸資産
仕掛品 個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しておりま

す。

② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
イ．有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。
ただし建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附
属設備については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 10年〜15年
工具、器具及び備品 ５年〜20年

ロ．無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）、
市場販売目的のソフトウエアについては見込販売数量に基づく償却又は販売可能な
見込有効期間（３年以内）にて償却しております。

ハ．リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用しております。

③ 重要な引当金の計上基準
イ．貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計
上しております。
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ロ．賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当連結会計年
度末までに発生していると認められる額を計上しております。

④ のれんの償却方法及び償却期間
のれんの償却については、５年間の定額法により償却しております。

⑤ 重要な収益及び費用の計上基準
当社グループは、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び「収

益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を適用してお
り、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見
込まれる金額で収益を認識しております。
当社グループの主要な事業における主な履行義務の内容及び収益を認識する時点は、以下のとおりで

す。
イ．金融ソリューション事業

主に金融機関に対し、住宅ローンに係る事務及び相続手続きの利便性、安全性及び業務の効率化に
寄与する各種サービスを提供しており、これらの業務を提供することを履行義務とし、業務完了時点
で収益を認識しております。
また、取引関係者に対し不動産取引に係る受発注管理、進捗管理及び品質管理等に資するクラウド

システム「EPS(EAJ Platform System)」を通じてサービスを提供しており、業務に関する受発注管
理、進捗管理及び品質管理等に資する役務を提供することを履行義務とし、業務完了時点で収益を認
識しております。

ロ．不動産ソリューション事業
主に不動産事業者に対し、不動産取引の非対面決済サービス「H'OURS」を提供する等取引の利便

性、安全性及び業務の効率化のための各種サービスを提供しております。また、連結子会社の株式会
社エスクロー・エージェント・ジャパン信託では、主に税理士等の士業からの相談に応じ、不動産の
調査から取引決済まで安全性の高い不動産オークション取引の機会の場を提供しております。
非対面決済サービス「H'OURS（アワーズ）」においては、取引関係者が非対面にて不動産取引決済

を完結できるパッケージサービス「H'OURS」を提供することを履行義務としており、業務完了時点
で収益を認識しております。また、「H'OURS」に含まれる不動産取引保証サービスについては、別個
の履行義務として識別し、顧客から受領した対価を契約負債として計上した上で、保証期間にわたり
収益を認識しております。また、不動産オークション取引においては、不動産取引の目的である不動
産が安全に買主へ引き渡されることにより履行義務が充足されるものであり、業務完了時点で収益を
認識しております。

ハ．建築ソリューション事業
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連結子会社の株式会社中央グループにおいて、建築事業者に対し建築の申請から各種申請用図面の
作成、検査・アフターフォローまでワンストップでトータルサポートを行う住宅建築支援ツール
「ARCHITECT RAIL（アーキテクト・レール）」の提供を行うとともに、測量、建築設計等の専門サー
ビスを提供しております。建築ソリューション事業は、これらの業務を提供することを履行義務とし
ており、業務完了時点で収益を認識しております。

ニ．士業ソリューション事業
連結子会社の株式会社サムポローニアにおいて、主に登記申請に関連する分野における、オンライ

ン申請機能や情報管理機能など多様な機能を有する「サムポローニアシリーズ」を通じて、士業へ情
報機器やライセンス等の販売、保守サービスを提供しております。情報機器やライセンス等の販売は、
商品を顧客へ引き渡し検収することを履行義務とし、検収完了時点で収益を認識しております。保守
サービスは、一定期間の契約締結を行っており、サービス期間の経過に伴って履行義務が充足される
ことで収益を認識しており、契約に基づく月額利用料金を基に毎月収益を認識しております。

⑥ その他連結計算書類の作成のための重要な事項
繰延資産の処理方法
株式交付費 支出時に全額費用処理しております。

２．会計方針の変更に関する注記
該当事項はありません。

３．会計上の見積りに関する注記
・貸倒引当金
（１）連結会計年度に係る連結計算書類に計上した額

貸倒引当金 67,402千円
（２）識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する理解に資する情報
① 算出方法

当社グループは、債権の全部又は一部が回収できなくなること等により損失を被るリスクが存在する
ため、当該損失の発生に備えるため、貸倒懸念債権については、財務内容評価法により個別債権毎に回
収可能価額を見積り、個別債権から回収可能価額を減額し、その残額を貸倒引当金として計上しており
ます。

② 主要な仮定
当社グループの貸倒引当金は、債権の回収状況、取引先の財政状態及び外部環境等に基づく回収不能

見込額を含めて算定しております。また、入手可能な情報により個別の収益獲得能力等を評価し、総合
的に判断して債権の回収不能見込額を見積っております。
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③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
主要な仮定は見積りの不確実性が高く、当初の見積りに用いた主要な仮定が変化した場合には、翌連

結会計年度に係る連結計算書類における貸倒引当金に重要な影響を及ぼす可能性があります。

４．連結貸借対照表に関する注記
・偶発債務

保証債務
不動産取引保証サービスに係る保証極度額は次のとおりであります。

当連結会計年度末
（2025年2月28日）

保証極度相当額 764,232,947千円
保証極度相当額は、当社が実際に関与する過去３ケ年（保証期間）の、非対面決済サービス「H'OURS

（アワーズ）」を利用した不動産取引の取引総額の残高から契約に定める損害賠償の上限額を超過する金額を
除外して記載しております。当保証サービスは、司法書士及び売主に起因する事故が発生した際、損害回避
のための事態収拾を行った上で、その結果発生した買主の実損額を一時的に保証するものです。保証人であ
る当社は債務について最終的な責任を負うものではないため、主たる債務者に対して求償できる求償権を保
有しています。
また、当保証サービスは、当社加入のE&O保険の適用対象業務となっておりますので、保証極度相当額

764,232,947千円のうち560,469,508千円は第三者の保険会社により保証されており、保険により補填さ
れない額は203,763,438千円となります。
なお、当保証サービスは、当社の非対面決済サービス「H'OURS（アワーズ）」を利用した取引を対象とし

ていますが、①取引対象となる不動産の登記情報に係る所有権調査を行うこと、②当社指定の信託会社を利
用することで信託財産として分別管理すること、③取引の対象物件に係る手続が安全かつ円滑に行われるよ
うに当社が事務に関与すること等により、事故の発生確率は極めて低いものとなっており、過去、事故が発
生した案件はございません。

５．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（１）発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類 当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度
末の株式数

普通株式 45,950,238株 −株 −株 45,950,238株

（２）自己株式の種類及び数に関する事項

株式の種類 当連結会計年度
期首の株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度
末の株式数
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普通株式 2,317,601株 1,200株 −株 2,318,801株

（注）自己株式の株式数の増加1,200株は、譲渡制限付株式報酬の地位喪失に係る無償取得による増加でありま
す。

（３）配当に関する事項
① 配当金支払額

決 議 株 式 の 種 類 配当金の総額
（千円）

１ 株 当 た り
配当額（円） 基 準 日 効 力

発 生 日
2024年５月29日
定 時 株 主 総 会 普 通 株 式 261,795 6.00 2024年

２月29日
2024年
５月30日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの
2025年５月29日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関する事項を次のとおり提案して
おります。

決 議 予 定 株式の種類 配当金の総額
（千円） 配当の原資 １ 株 当 た り

配 当 額 （円） 基 準 日 効 力
発 生 日

2025年５月29日
定時株主総会 普通株式 261,788 利益剰余金 6.00 2025年

２月28日
2025年
５月30日
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６．金融商品に関する注記
（１）金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については預金等の安全性の高い金融資産に限定しており、デリバティブ取
引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、社内規程に

沿ってリスクを低減しており、回収懸念先については、個別に進捗を把握し対応を行っております。
営業債務である買掛金は１年以内の支払期日となっております。

（２）金融商品の時価等に関する事項
2025年２月28日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。
（単位：千円）

連結貸借対照表
計上額 時価 差額

① 売掛金 562,407
貸倒引当金 △67,354

495,053 495,053 −
② 投資有価証券 14,722 14,722 −
③ 差入保証金 144,982 128,822 △16,159
資産計 654,758 638,598 △16,159
※１．売掛金に個別に計上している貸倒引当金を控除しております。
※２．現金及び預金、買掛金、未払法人税等については短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するもの

であることから、記載を省略しております。
※３．投資有価証券には、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号2021年６

月17日)第24-２項の基準価額を時価とみなす取扱いを適用した投資信託を含めております。
※４．連結貸借対照表に持分相当額を純額で計上する組合等への出資は、時価の算定に関する会計基準の適用指

針第24-16項に定める取扱いを適用し、②投資有価証券には含まれておりません。当該金融商品の連結貸
借対照表計上額は43,182千円であります。

※５．差入保証金のうち返還予定が合理的に見積もれないものについては、上記の表には含まれておりません。
当該金融商品の連結貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

区分 当連結会計年度（千円）
差入保証金 13,672
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（注）金銭債権の連結決算日後の償還予定額

１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

現金及び預金 2,993,868 − − −
売掛金 562,407 − − −
差入保証金 − − 136,242 8,740

合計 3,556,276 − 136,242 8,740
※差入保証金のうち返還予定が合理的に見積もれないものは含めておりません。

（３）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベ

ルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該

時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の

算定に係るインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞ

れ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

① 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
該当事項はありません。
なお、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日）

第24-9項の基準価額を時価とみなす取扱いを適用した投資信託は含めておりません。第24-９項の取扱いを
適用した投資信託の連結貸借対照表計上額は14,722千円であります。

② 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債

区分
時価（千円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

差入保証金 − 128,822 − 128,822
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（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
差入保証金
差入保証金の時価について、その将来キャッシュ・フローを国債の利回り等適切な利率で割り引いた

現在価値によって算定しております。

７．収益認識に関する注記
（１）顧客との契約から生じる収益を分解した情報
当連結会計年度（自 2024年３月１日 至 2025年２月28日）

（単位：千円）
報告セグメント

調整額
（注） 合計金融

ソリュー
ション

不動産
ソリュー
ション

建築
ソリュー
ション

士業
ソリュー
ション

計

各種システム支援
サービス等 878,052 − − 960,510 1,838,562 − 1,838,562

非 対 面 決 済 サ ー ビ ス
「H'OURS」 − 257,659 − − 257,659 − 257,659

業務受託サービス 838,782 249,017 949,123 − 2,036,923 − 2,036,923

不動産オークション
事業 − 370,614 − − 370,614 − 370,614

その他 219,757 10,132 − − 229,890 7,712 237,602

顧客との契約から
生じる収益 1,936,593 887,424 949,123 960,510 4,733,650 7,712 4,741,362

その他の収益 − − − − − − −

外部顧客への売上高 1,936,593 887,424 949,123 960,510 4,733,650 7,712 4,741,362

（注）「調整欄」の区分は、事業セグメントに帰属しない本社の収益であります。

（２）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等 （５）会計方針に関する事項
⑤ 重要な収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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（３）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
① 顧客との契約から生じた契約負債の残高等
顧客との契約から生じた契約負債の期首残高及び期末残高は、以下のとおりです。

（単位：千円）
当連結会計年度

期首残高 期末残高
契約負債 229,536 263,889

連結貸借対照表上、契約負債は「流動負債」の「その他」に計上しております。契約負債は、主に顧客か
ら受け取った前受金に関するものであり、収益の認識に伴い取り崩されます。
当連結会計年度に認識された収益の額のうち期首現在の契約負債残高に含まれていた額は、119,046千

円であります。

② 残存履行義務に配分した取引価格
残存履行義務に配分した取引価格の総額及び収益の認識が見込まれる期間は以下のとおりであります。

（単位：千円）
当連結会計年度

１年以内 151,969
１年超 111,920
合計 263,889

８．１株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産 81円51銭
（２）１株当たり当期純利益 8円00銭

９．重要な後発事象に関する注記
子会社の設立
当社は、2025年２月20日開催の取締役会決議に基づき、下記のとおり子会社の設立を行いました。

１．子会社設立の目的
当社は、不動産に関する手続きや決済の DX 化を支援する事業として、金融機関をはじめ不動産流通

事業者、住宅建築事業者、士業専門家（以下「事業者等」という。）から、様々な業務を受任し、事務合
理化、安全性向上に寄与するサービスを提供しております。事業者等にはそれぞれ固有の法令等の規制や
安全基準等に基づいた独立性が求められており、独立性をより明確にするとともに経営資源の集約により
一層の効率化を図るため、新たな子会社を設立することといたしました。

― 20 ―

2025年04月25日 11時15分 $FOLDER; 21ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



2．設立する子会社の概要
（１）名称 株式会社 New Deal（ニューディール）

（２）所在地 東京都千代田区大手町二丁目２番１号

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 本間 大貴

（４）事業内容
・業務受託サービス
・人材派遣、人材出向等
・コンピュータープログラム及びシステムの開発、販売、運用のサポ
ート

（５）資本金 10百万円

（６）設立年月日 2025年３月12日

（７）大株主および持株比率 当社 100％

（８）決算期 ２月

（９）上場会社と当該会社と
の間の関係

資本関係 当社100％出資の子会社として設立しました。

人的関係 当社より役員及び従業員が、当該会社の代表取締役
を兼任しています。

取引関係 新会社のため該当事項はありません。
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株主資本等変動計算書

(20242025
年
年
３
２
月
月
１
28
日から
日まで)

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金 そ の 他
資本剰余金

資本剰余金
合 計

その他利益剰余金 利益剰余金
合 計投資損失

準 備 金
繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 676,677 691,677 99,840 791,517 30,931 1,565,157 1,596,088
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △261,795 △261,795
投 資 損 失 準 備 金 の
積 立 60,305 △60,305 −

投 資 損 失 準 備 金 の
取 崩 △61,823 61,823 −

当 期 純 利 益 165,580 165,580
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額）

当 期 変 動 額 合 計 − − − − △1,518 △94,697 △96,215
当 期 末 残 高 676,677 691,677 99,840 791,517 29,413 1,470,460 1,499,873

株 主 資 本 評価・換算
差 額 等 純 資 産

合 計自 己 株 式 株主資本
合 計

その他有価証
券評価差額金

当 期 首 残 高 △548,271 2,516,012 2,833 2,518,846
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △261,795 △261,795
投 資 損 失 準 備 金 の
積 立 − −

投 資 損 失 準 備 金 の
取 崩 − −

当 期 純 利 益 165,580 165,580
株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 （純 額） 1,715 1,715

当 期 変 動 額 合 計 − △96,215 1,715 △94,500
当 期 末 残 高 △548,271 2,419,797 4,548 2,424,346
（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
１．重要な会計方針に係る事項に関する注記
（１）資産の評価基準及び評価方法
① 有価証券の評価基準及び評価方法
・子会社株式 移動平均法による原価法を採用しております。
・その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法によ
り算定）を採用しております。

市場価格のない株式等
移動平均法による原価法を採用しております。

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法
仕掛品 個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）を採用しておりま

す。

（２）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産（リース資産を除く）

定率法を採用しております。
ただし建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物
附属設備については、定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。
建物 10年〜15年
工具、器具及び備品 ５年〜20年

② 無形固定資産（リース資産を除く）
定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）
に基づいております。

③ リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用しております。
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（３）引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸

倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額
を計上しております。

② 賞与引当金 従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額のうち当事業年度
末までに発生していると認められる額を計上しております。

（４）収益及び費用の計上基準
当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）及び「収益認識に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号 2021年３月26日）を適用しており、約束した
財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で
収益を認識しております。
当社の主要な事業における主な履行義務の内容および収益を認識する時点は、以下のとおりです。

イ．金融ソリューション事業
主に金融機関に対し、住宅ローンに係る事務及び相続手続きの利便性、安全性及び業務の効率化に

寄与する各種サービスを提供しており、これらの業務を提供することを履行義務とし、業務完了時点
で収益を認識しております。
また、取引関係者に対し不動産取引に係る受発注管理、進捗管理及び品質管理等に資するクラウド

システム「EPS(EAJ Platform System)」を通じてサービスを提供しており、業務に関する受発注管
理、進捗管理及び品質管理等に資する役務を提供することを履行義務とし、業務完了時点で収益を認
識しております。

ロ．不動産ソリューション事業
主に不動産事業者に対し、不動産取引の非対面決済サービス「H'OURS」を提供する等取引の利便

性、安全性及び業務の効率化のための各種サービスを提供しております。
非対面決済サービス「H'OURS（アワーズ）」においては、取引関係者が非対面にて不動産取引決済

を完結できるパッケージサービス「H'OURS」を提供することを履行義務としており、業務完了時点
で収益を認識しております。また、「H'OURS」に含まれる不動産取引保証サービスについては、別個
の履行義務として識別し、顧客から受領した対価を契約負債として計上した上で、保証期間にわたり
収益を認識しております。

（５）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
繰延資産の処理方法
株式交付費 支出時に全額費用処理しております。
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２．会計方針の変更に関する注記
該当事項はありません。

３．会計上の見積りに関する注記
・貸倒引当金
当事業年度に係る計算書類に計上した額
貸倒引当金 67,233千円

４．貸借対照表に関する注記
（１）関係会社に対する金銭債権又は金銭債務
短期金銭債権 56,309千円
長期金銭債権 1,440千円
短期金銭債務 23,378千円
長期金銭債務 35,558千円

（２）偶発債務
不動産取引保証サービスに係る保証極度額は次のとおりであります。

当連結会計年度末
（2025年2月28日）

保証極度相当額 764,232,947千円
保証極度相当額は、当社が実際に関与する過去３ケ年（保証期間）の、非対面決済サービス「H'OURS

（アワーズ）」を利用した不動産取引の取引総額の残高から契約に定める損害賠償の上限額を超過する金額を
除外して記載しております。当保証サービスは、司法書士及び売主に起因する事故が発生した際、損害回避
のための事態収拾を行った上で、その結果発生した買主の実損額を一時的に保証するものです。保証人であ
る当社は債務について最終的な責任を負うものではないため、主たる債務者に対して求償できる求償権を保
有しています。
また、当保証サービスは、当社加入のE&O保険の適用対象業務となっておりますので、保証極度相当額

764,232,947千円のうち560,469,508千円は第三者の保険会社により保証されており、保険により補填さ
れない額は203,763,438千円となります。
なお、当保証サービスは、当社の非対面決済サービス「H'OURS（アワーズ）」を利用した取引を対象と

していますが、①取引対象となる不動産の登記情報に係る所有権調査を行うこと、②当社指定の信託会社を
利用することで信託財産として分別管理すること、③取引の対象物件に係る手続が安全かつ円滑に行われる
ように当社が事務に関与すること等により、事故の発生確率は極めて低いものとなっており、過去、事故が
発生した案件はございません。
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５．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高
営業取引による取引高
売上高 64,536千円
仕入高 114,381千円

営業取引以外の取引高 594千円

６．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の種類及び数に関する事項

株式の種類 当期首株式数 当期増加株式数 当期減少株式数 当期末株式数

普通株式 2,317,601株 1,200株 −株 2,318,801株

（注）自己株式の株式数の増加1,200株は、譲渡制限付株式報酬の地位喪失に係る無償取得による増加でありま
す。
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７．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
未払事業税 3,112千円
賞与引当金 15,750千円
減損損失 959千円
資産除去債務 11,950千円
貸倒引当金 20,586千円
その他有価証券評価差額金 12千円
その他 38,676千円

繰延税金資産小計 91,048千円
評価性引当額 △21,492千円

繰延税金資産合計 69,556千円
繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △2,020千円
投資損失準備金 △12,981千円
資産除去債務に対応する除去費用 △6,110千円

繰延税金負債合計 △21,111千円
繰延税金資産の純額 48,444千円

― 27 ―

2025年04月25日 11時15分 $FOLDER; 28ページ （Tess 1.50(64) 20250213_01）



８．関連当事者との取引に関する注記
子会社及び関連会社等

種類 会社等の名称
議決権等の所有
（被所有）割合

（％）

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

子会社 株式会社サムポ
ローニア

所有
直接100％

資金の貸付
役員の兼任

貸付金の回収 38,907 一年以内
貸付金 36,015

利息の受取 547 長期貸付金 126,908

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．価格その他の取引条件は、市場の実勢を勘案して、一般的取引条件と同様に決定しております。

２．資金の貸付については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。なお、担保は受け入
れておりません。

９．収益認識に関する注記
収益を理解するための基礎となる情報
「連結注記表（収益認識に関する注記）」に同一の内容を記載しているので、注記を省略しております。

10．１株当たり情報に関する注記
（１）１株当たり純資産 55円56銭
（２）１株当たり当期純利益 3円79銭

11．重要な後発事象に関する注記
子会社の設立
連結注記表（重要な後発事象に関する注記）に同一の内容を記載しているので、注記を省略しております。
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